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1.は じめに

近年、食の安全性に対しての関心が高まり、水稲作に

おいても無農薬あるいは減農薬栽培の可能な耐病性に優

れる良食味品種が要望されている。東北農業研究センタ

ーではそうした要望に応えるため、水稲作の最重要の病

害の一つである、いもち病に対する抵抗性に優れ、良食

味で安定多収の品種の育成を進めている。今回、そうし

た系統の一つである「奥羽366号」が沖縄県で奨励品種と

して採用される見込みとなり、「ちゅらひかり」と命名、

登録された (水稲農林390号 )。 そこで、ここに本品種の

主要特性を紹介する。

2.育成の経過

「ちゅらひかり」は、1989年に東北農業試験場 (現・

東北農業研究センター)水田利用部で、いもち病に強い

良質・良食味品種の育成を目標に、「東北143号 (後の

「ひとめばれ」)」 を母、「奥羽338号」を父として交配

を行い、その後代から育成された。1990年にFl個体を水田

利用部圃場で養成し、1991年には宮崎県総合農業試験場

に依頼 してL・ F=集団の養成を行つた。1992年にF`集団を

本田で養成、以後は系統育種法で選抜・固定を図つた。

1997年以降、絡陸第9代より「奥羽366号」の系統名で希

望する関係各県に配付して地方適性を検討してきた。そ

の結果、沖縄県で有望と認められ、2004年より奨励品種

に採用、普及の見込みである。なお、世代は2003年で雑

種第15代である。

3.形態的特性

「ちゅらひかり」は、揮長は「ひとめばれ」よりやや

短い “中"、 穂長は「ひとめばれ」と同程度の “中"、

穂数は「ひとめばれ」並かやや少ない ``やや多''で、草

型は 鶴 穂数型 'である。止葉はやや立ち、草姿は良好

である。得の太さは「ひとめばれ」よりやや太い “中"

で、得質は “やや剛''である。粒着密度はやや密、極短

さを極少程度生し、ふ先色・頴色は `蹟 自''、 脱粒性は

“難"である。

4.生態的特性

「ちゅらひかり」は、出穂期・成熟期とも「ひとめぼ

れ」、「はえぬき」よりやや晩く、育成地では “中生の

晩"に属する。耐例伏性は「ひとめばれ」より明らかに

優る ``強"である。いもち病抵抗性については、真性抵

抗性遺伝子 ``Pゴム 万′'をもつと推定され、圃場抵抗性

は東北地域いもち新基準による評価では葉いもちが「は

たじるし」並の ``強''、 穂いもちは「まなむすめ」並か

やや優る “菌 'である (表 2)。 種苗特性分類基準によ

る評価では葉いもち、穂いもちとも「 トドロキワセ」、

「 トヨニシキ」より強い `極強"である。自葉枯病抵抗

性は ``中''で、縞葉枯病には “罹病性"である。障害型

耐冷性は「ひとめばれ」と同程度の `極強"で、穂発芽

性は ``中"である。収量性は「ひとめばれ」並かやや優

る “やや多"である。

5.品質・食味特性

「ちゅらひかり」の玄米の外観品質は、「ひとめぼ

れ」と比較して、腹自、背自、心自、乳自の発生程度は

同程度で、光沢はやや小さく、総合ではやや劣る “上

下"である。掲精特性は「ひとめばれ」と同程度で、胚

芽残存は「ひとめぼれ」並であるが砕米歩合はやや少な

い。自米のタンパク、アミロース含量は「ひとめばれ」

並かやや高い。飯米の食味は、年次により変動があるが、

「キヨニシキ」に明らかに優 り「ひとめばれ」に近い

“上中''で ある (表 3)。

6.採用予定県における試験成績

採用予定県である沖縄県における「ちゅらひかり」の

生育・収量試験成績を表4に示す。「ひとめばれ」と比

較して、一期作・二期作とも、熟期は同程度かやや晩く、

倒伏は少なく、収量は同程度かやや多い。玄米の外観品

質は作期・年次により若千の変動があるが、食味試験で

は「ひとめぼれ」とほぼ同等の評価が得られている (表

5)。
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7.適地及び栽培上の留意点

「ちゅらひかり」は、「ひとめばれ」とほぼ同熟期で

あることから、沖縄県の他にも、「ひとめばれ」の作付

けが可能な東北地域中南部以南の広い範囲に適合すると

みられる。耐倒伏性は強いが、食味の低下を避けるため、

極端な多肥栽培は行わない。また、穂発芽性は “中"で

あるので、刈り遅れや倒伏の防止に留意する必要がある。

本品種は、良食味・いもち病抵抗性品種としての特性を

活かし、減農薬や無農薬栽培への利用が期待される。

表 1 「ちゆらひかり」の主要特性及び

生育・収量調査成績 (育成地)

性
遺伝子型 Pル ,′″
場抵抗性   強
場抵抗性   強
性      中
性     罹病性

極強
中

9.18
84

19 2
402
1.6
58.2

(100)
23 3

表 2 「ちゅらひかり」の葉いもち・穂いもち

圃場抵抗性 (育成地)

表 3 「ちゅらひかり」の食味試験成績 (育成地)

注)数値は官能植 :,(基 準より劣|～0餞準と同|～ 3は準より螢)の

7段階評価の平均値.

0、 ||:そ れそれ
`χ

、lX水準て有漱差あり。

表4 「ちゅらひかり」の生育・収量調査成績

(沖縄県農業試験場 )
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注)発病程度 :。 (無 発病)～ 10(全 茎葉枯死または全籾罹病 ).
1997～ 2002年 の平均.判 定は東北地域いもち新基準品籠による。

表5 「ちゅらひかり」の食味試験成績

(沖縄県農業試験場 。名護支場、2002年 )

系統・品種名    外観  硬さ  粘り  旨味  総合  甲査年月日 備考

0 48**  0.52拿*
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えぬき

‐
1
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